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はじめに

f子は宝ー いっの詩代も変わらない価値銭J

しかし， “子ども
”
という概念は近世になっ

てつくられたという。

｛今包の子どもは， E月日の大人 ． そして鴎

なぜ， 泣かせない必要が

あるのか一一事例1

Mちゃん4歳6か月 次女多数う蝕

があり食事時に痛がるという 前医では治

療ができないと断られたという．

来院時よりすでに大泣きし， 待合室での

コミュニケー ションも難しい状態で、あった

（①）． 他者の治療見学（モデリング）からは

じめ（②）， 絵カ ー ドなどによる見通しをも

たせる説明を行い， 母親の仕上げ磨きの再

考察

筆者は恩師より「小児歯科は小児期を見

る医療ではなく， 小児期から見る医療Jと

教えられてきました “泣き
”
に対してまっ

86 

自の社会j

子どもという発育期には体だけではなく心

も育っていくことを改めて認識しよう．

子どもにかかわるということは ， われわ

れ自身が， そして日月日の歯科界が明るくな

る子どもは閉日の世界そのものなのだか

ら ・・… ！

現から診療台に登り（③）， 手鏡をもたせて

説明しながら診察し応急処置を行った（④）

その後， 出来たことは認めて褒め， 術者

の喜びを iMessage を用いて伝え， 握手

を行い笑顔で帰宅させた（⑤）． その後の治

療来院時には泣くことも多かったが， 帰宅

時には少しでも必ず笑顔が見えるように努

めた．

その後は定期来院を行い， 現在は小学4

年生お菓子好きを自認しながらも自ら減

らす努力を行い， すっかりう蝕の再発も治

たく対策せずに放置することは， 歯科恐怖

やトラウマなどを生み出すことが考えられ

ます． 「（筆者の）歯科医院には二度と来な

いJならまだ良いですが， 「怖くて二度と歯

い肌り口｜

本連載では ， これまで子どもを泣かせな

い方法とその具体的な方法についてご紹介

しました．

最終回となる今回は「なぜ， 泣かせない

必要があるのかJということについて， 事

例を交えてお伝えしたいと思います．

まった今では家族でいちばん食生活にう

るさいというー そして現在姉とともに矯正

治療を頑張っている（⑥， ②）．

初診より2年ほど後からは母親も通院し

始め， 間食のコントロ ールの苦戦話をネタ

に毎回笑い声を響かせている母親はう蝕

があると自覚しながら歯科恐怖によって学

生以来歯科を受診していなかったが， 娘た

ちの見守るなかで多数の治療を乗り越える

ことができた（⑧）． その後， 祖母に次いで

父親も定期来続するようになった．

医者さんに行けないjとなると， その子に

とって生涯非常に不利益となることが想像

されます歯科を受診した経験がない子が

泣くのは ， そうした負の経験が親や周りの
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